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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）：
（Ａ）アニオン界面活性剤　　２～３０質量％、
（Ｂ）エーテル化度が０．５以上０．９以下であるカルボキシメチルセルロース又はその
塩　　０．５～１５質量％、
（Ｃ）水
を含有し、組成物中に分散された成分（Ｂ）の平均粒子径が０．５～１０００μｍである
洗浄剤組成物。
【請求項２】
　３０℃における粘度が１０～３００００mPa・sである請求項１記載の洗浄剤組成物。
【請求項３】
　成分（Ａ）及び（Ｂ）の質量割合が、（Ａ）／（Ｂ）＝１～２９である請求項１又は２
記載の洗浄剤組成物。
【請求項４】
　さらに、（Ｄ）架橋されたポリアクリル酸重合体及び（メタ）アクリル酸アルキルエス
テルをモノマーとして含む重合体から選ばれる１種又は２種以上のアニオンポリマーを０
．５～２質量％含有する請求項１～３のいずれか１項記載の洗浄剤組成物。
【請求項５】
　成分（Ｂ）のカルボキシメチルセルロース又はその塩が、重量平均分子量１８０００～
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７０００００である請求項１～４のいずれか１項記載の洗浄剤組成物。
【請求項６】
　成分（Ａ）のアニオン界面活性剤が、脂肪酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル
カルボン酸塩及びポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩から選ばれる１種又は２種
以上である請求項１～５のいずれか１項記載の洗浄剤組成物。
【請求項７】
　成分（Ａ）のアニオン界面活性剤が、ミリスチン酸塩を３０～１００質量％含む脂肪酸
塩である請求項１～６のいずれか１項記載の洗浄剤組成物。
【請求項８】
　さらに、（Ｅ）下記一般式（１）
　　Ｒ1－（ＯＣＨ2ＣＨ2）n－ＯＨ      （１）
（式中、Ｒ1は炭素数１～５のアルキル基又はアルケニル基を示し、ｎは２～５の数を示
す）
で表されるアルキレングルコールアルキルエーテルを含有する請求項１～７のいずれか１
項記載の洗浄剤組成物。
【請求項９】
　さらに、（Ｆ）２糖アルコールを含有する請求項１～８のいずれか１項記載の洗浄剤組
成物。
【請求項１０】
　皮膚洗浄剤組成物である請求項１～９のいずれか１項記載の洗浄剤組成物。
【請求項１１】
　マッサージ用洗浄剤組成物である請求項１～９のいずれか１項記載の洗浄剤組成物。
【請求項１２】
　請求項１～１０のいずれか１項記載の洗浄剤組成物を手又は洗浄補助具に取り、体に塗
布し、水で希釈し、泡立てながら体を擦った後、洗い流す洗浄方法。
【請求項１３】
　請求項１～１０のいずれか１項記載の洗浄剤組成物を手又は洗浄補助具に取り、水で希
釈し、体に塗布し、泡立てながら体を擦った後、洗い流す洗浄方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗浄剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　肌を健康的に見せる方法は、化粧料を塗布することにより外的に美しく見せる方法と、
肌質自体を改善し、健康的な肌に見せること（肌色改善）に大別される。このうち肌質自
体の改善方法の１つとして、マッサージを行なうことが一般に行なわれている。マッサー
ジは、皮膚に対し、外部から物理的な力が加えられることにより、老化した皮膚の角層を
取り除くと共に、血行を改善し、肌質が改善されると考えられる。このマッサージを行な
いやすくする目的で、マッサージ剤が開発されている。このようなマッサージ剤の多くは
、ジェル状やオイル製剤であり、顔など狭い範囲の仕様に限られたものであった。
【０００３】
　一方、従来、洗顔料やボディソープ等の皮膚洗浄剤においては、泡立ちの良さや高い洗
浄効果、すすぎ後のしっとり感を得るため、種々検討がなされている。特に、ボディソー
プのような皮膚洗浄剤では、洗浄過程での高い泡量ときめの細かい泡質が期待されている
。このため、起泡性の高い界面活性剤同士を組み合わせ、洗浄過程での高い泡立ち性を求
めた皮膚洗浄剤が検討され、汎用のカチオン性ポリマー、非イオン性ポリマーと組み合わ
せて洗浄剤の液粘度を高め、できた泡を消え難くし、泡量を高めた洗浄剤の開発が進めら
れている。
【０００４】
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　例えば、特許文献１には、洗浄性界面活性剤と、カチオン化セルロース、ジアルキルジ
アリル４級アンモニウム塩・アクリルアミド共重合体を組み合わせた皮膚洗浄剤組成物が
記載されている。特許文献２には、アニオン界面活性剤と天然系高分子、高分子分散剤を
含み、３倍以上水希釈しても適度な粘度を保ち、経日での液安定性が良い、皮膚毛髪用濃
縮型液体洗浄剤組成物が記載されている。特許文献３には、使用者の感覚に即した泡性能
の高い実効感を有するものとして、界面活性剤とポリマー微粒子を含有する洗浄剤組成物
が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－３０６８４３号公報
【特許文献２】特開２００１－１８１１７８号公報
【特許文献３】特開２００２－２０１１２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の洗浄剤組成物では、起泡性や、泡質改善が見られるものの、洗浄行為のみでは、
マッサージ剤のように、肌に対して外部から物理的な力が容易に加えられるものではなか
った。
　本発明は、高い洗浄実感が得られると同時に、手あるいは洗浄タオル、洗浄スポンジ等
の洗浄具で肌を擦るという洗浄行為自身によって粘度の高い泡を容易に得られ、泡の粘度
が高いことを利用して、洗浄行為から肌に対して外部から物理的に力が容易に加えられ、
高いマッサージ感を付与できる洗浄剤組成物に関する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、アニオン界面活性剤と、特定のエーテル化度のカルボキシメチルセルロ
ース又はその塩を特定の割合で組み合わせて用いれば、上記課題を解決した洗浄剤組成物
が得られることを見出した。
【０００８】
　本発明は、次の成分（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）：
（Ａ）アニオン界面活性剤　　２～３０質量％、
（Ｂ）エーテル化度が０より大きく０．９以下であるカルボキシメチルセルロース又はそ
の塩　　０．５～１５質量％、
（Ｃ）水
を含有し、組成物中に分散された成分（Ｂ）の平均粒子径が０．５～１０００μｍである
洗浄剤組成物を提供するものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の洗浄剤組成物は、洗浄中の増泡性に優れ、高い洗浄実感が得られ、得られた泡
は、泡持ちに優れ、著しく高い泡粘度を有するものである。特に、手あるいは洗浄タオル
、洗浄スポンジ等の洗浄具で肌を擦るという洗浄行為自身によって手の力を容易に肌に加
えられることから、高いマッサージ感が得られる。また、洗浄行為を続けることにより、
泡質が更に密になり、泡粘度を高くすることができ、高いマッサージ感を付与することが
できるものである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明で用いる成分（Ａ）のアニオン界面活性剤としては、通常の洗浄剤組成物に用い
られるものであれば制限されず、炭素数１０～２２のアルキル基又は炭素数１０～２２の
アシル基を有するものが好ましく、例えば、アルキル硫酸塩、ポリオキシアルキレンアル
キルエーテル硫酸塩、ポリオキシアルキレンアルケニルエーテル硫酸塩、スルホコハク酸
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アルキルエステル塩、ポリオキシアルキレンスルホコハク酸アルキルエステル塩、α－オ
レフィンスルホン酸塩、脂肪酸塩、アルキルエーテルカルボン酸塩、Ｎ－アシルアミノ酸
塩、Ｎ－アシルアルキルタウリン塩等が挙げられる。
　これらの中で、起泡性やすすぎ時のぬるつきが少なさの観点から、脂肪酸塩、ポリオキ
シアルキレンアルキルエーテルカルボン酸塩、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル硫
酸塩、Ｎ－アシルアミノ酸塩、Ｎ－アシルアルキルタウリン塩が好ましく、更に泡量の観
点から、脂肪酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテルカルボン酸塩、ポリオキシエチ
レンアルキルエーテル硫酸塩が好ましく、特にしっかりした泡質を形成するうえで、脂肪
酸塩がより好ましい。
【００１１】
　成分（Ａ）のアニオン界面活性剤としては、特に泡量を高める観点から、脂肪酸塩、ポ
リオキシアルキレンアルキルエーテルカルボン酸塩及びポリオキシアルキレンアルキルエ
ーテル硫酸塩から選ばれる１種又は２種以上を用いるのが好ましい。更に、脂肪酸塩と、
ポリオキシアルキレンアルキルエーテル硫酸塩又はポリオキシアルキレンアルキルエーテ
ルカルボン酸塩を組み合わせて使用すると、洗浄時、泡立ちが早く、きめの細かい泡質が
得られると共に、低温での経時安定性を向上させることができるので好ましい。
【００１２】
　また、これらの塩としては、ナトリウム、カリウム等のアルカリ金属塩；カルシウム、
マグネシウム等のアルカリ土類金属塩；アンモニウム塩；モノエタノールアミン、ジエタ
ノールアミン、トリエタノールアミン等のアルカノールアミン塩；アルギニン、リジン等
の塩基性アミノ酸塩などが挙げられる。これらの中で、組成物が着色し難い点から、アル
カリ金属塩、アンモニウム塩が好ましく、更にカリウム塩が好ましい。
【００１３】
　成分（Ａ）として、脂肪酸塩を含有する場合は、泡質を向上させる点から、脂肪酸塩中
ミリスチン酸塩を３０質量％以上１００質量％以下、更に３０質量％以上５０質量％以下
含有するのが好ましい。
【００１４】
　成分（Ａ）は、１種又は２種以上を用いることができ、含有量は、全組成中に塩として
、洗浄性と泡量の点から、２質量％以上であり、好ましくは５質量％以上、より好ましく
は１０質量％以上である。そして、泡立ちやすさの点から、３０質量％以下であり、好ま
しくは２５質量％以下、より好ましくは２０質量％以下である。これらの観点を総合する
と、２～３０質量％であり、好ましくは５～２５質量％、より好ましくは１０～２０質量
％である。
【００１５】
　本発明で用いる成分（Ｂ）のカルボキシメチルセルロース又はその塩は、エーテル化度
が０より大きく０．９以下のものである。
　エーテル化度は、グルコース１単位あたりのカルボキシメチル基の平均置換度を示し、
洗浄時、水希釈時の溶解性の高さの点から、０より大きく、０．５以上が好ましく、０．
６５以上がより好ましい。また、洗浄剤組成物中の溶解性の低さの点から、０．９以下で
あり、０．８５以下が好ましい。これらの観点を総合すると、エーテル化度は、０より大
きく０．９以下であり、０．５以上０．９以下が好ましく、０．６５以上０．８５以下が
より好ましい。
　また、カルボキシメチルセルロースの塩としては、ナトリウム、カリウム等のアルカリ
金属塩；カルシウム、マグネシウム等のアルカリ土類金属塩；アンモニウム塩；モノエタ
ノールアミン、ジエタノールアミン、トリエタノールアミン等のアルカノールアミン塩；
アルギニン、リジン等の塩基性アミノ酸塩などが挙げられる。これらの中で、ナトリウム
、カリウム等のアルカリ金属塩が好ましい。
【００１６】
　成分（Ｂ）のカルボキシメチルセルロースは、泡粘度を上げる点、泡の厚み感を向上さ
せる点、泡のきめの細かさの点から、重量平均分子量が１８０００以上であるのが好まし
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く、３０００００以上がより好ましく、４０００００以上が更に好ましい。また、重量平
均分子量が７０００００以下であるのが好ましく、４５００００以下がより好ましい。
【００１７】
　成分（Ｂ）のカルボキシメチルセルロースは、少なくとも１種又は２種以上を用いるこ
とができ、含有量は、泡のきめの細かさの点から、全組成中に０．５質量％以上であり、
好ましくは１質量％以上、より好ましくは２質量％以上である。そして、洗浄剤組成物の
液粘度又は泡立てやすさの点から、１５質量％以下であり、好ましくは６質量％以下、よ
り好ましくは５質量％以下である。これらの観点を総合すると、０．５～１５質量％であ
り、好ましくは１～６質量％、より好ましくは２～５質量％である。
【００１８】
　本発明において、成分（Ａ）及び（Ｂ）の質量割合（Ａ）／（Ｂ）は、手あるいは洗浄
具で肌を擦るという洗浄行為を続けることにより、徐々に泡がきめ細かくなり、泡の密度
、泡の厚みが増し、更には泡粘度を高め、肌に手の力が容易に伝えられる泡質に変化でき
る点から、１以上が好ましく、２以上がより好ましく、３以上が更に好ましい。また、泡
立てやすさの点から、２９以下が好ましく、１４以下がより好ましく、７以下が更に好ま
しい。これらの観点を総合すると、１～２９が好ましく、２～１４がより好ましく、３～
７が更に好ましい。
【００１９】
　本発明で用いる成分（Ｂ）は、上記成分（Ａ）の含有量において、水に不溶な状態にあ
る。成分（Ｂ）は、水溶性のポリマーであるが、組成物中に成分（Ａ）が存在することに
より、水に対する溶解性が低下している。この結果、本発明の洗浄剤組成物の粘度は低く
抑えられ、使用に適した粘度に設定することができる。そして、洗浄過程で、洗浄剤組成
物が水で希釈されることにより成分（Ｂ）が溶解し、洗浄剤組成物の液粘度をあまり低下
させなくすることができる。
　成分（Ｂ）のカルボキシメチルセルロース又はその塩は、本発明の洗浄剤組成物中では
、少なくとも一部が水不溶となり、微粒子となって分散されている。分散された成分（Ｂ
）は、洗浄時に水で希釈された際の溶解性が早い点から、平均粒子径は２０℃で、０．５
μｍ以上１０００μｍ以下であることが好ましく、５０μｍ以上３００μｍ以下がより好
ましい。
　このように、成分（Ｂ）は、組成物中では微粒子となって分散しているが、使用時（洗
浄時）に水で希釈することにより溶解し、粒感はなくなる。これは、従来のスクラブ剤を
含有した洗浄剤とは大きく異なるものである。成分（Ｂ）が溶解することにより、洗浄中
の泡質は、泡粘度が高く、泡の厚みがあり、泡持ちの良い泡が得られる。そして、このよ
うな泡が得られることにより、高い洗浄実感が得られるとともに、洗浄行為自身がマッサ
ージ効果につながることができる。
【００２０】
　成分（Ｃ）の水は、各成分の残部をなし、全組成中に４０質量％以上含有するのが好ま
しく、６０質量％以上がより好ましく、９７．５質量％以下が好ましく、７５質量％以下
含有するのがより好ましい。
【００２１】
　本発明の洗浄剤組成物は、更に、成分（Ｄ）として、架橋されたポリアクリル酸重合体
及び（メタ）アクリル酸アルキルエステルをモノマーとして含む重合体から選ばれる１種
又は２種以上のアニオンポリマーを含有することができ、成分（Ｂ）の分散安定性を高め
、また、洗浄時に泡立てやすくすることができる。
　かかるアニオンポリマーのうち、架橋されたポリアクリル酸重合体としては、カルボキ
シビニルポリマー等が挙げられる。また、（メタ）アクリル酸アルキルエステルをモノマ
ーとして含む重合体としては、アクリル酸アルキル・メタクリル酸アルキル・ポリオキシ
エチレン（２０）ステアリルエーテル共重合体（INCI：ACRYLATES/STEARETH-20 METHACRY
LATE COPOLYMER）、アクリル酸アルキル・メタクリル酸アルキル・ポリオキシエチレン（
２５）ラウリルエーテル共重合体（INCI：ACRYLATES/LAURETH-25 METHACRYLATE COPOLYME
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R）、アクリル酸アルキル・メタクリル酸アルキル・ポリオキシエチレン（２５）ベヘニ
ルエーテル共重合体（INCI：ACRYLATES/BEHENETH-25 METHACRYLATE COPOLYMER）、アクリ
ル酸・メタクリル酸アルキル共重合体（INCI：ACRYLATES/C10-30 ALKYL ACRYLATE CROSSP
OLYMER）、アクリル酸・ネオデカン酸ビニル共重合体（INCI：ACRYLATES/VINYL NEODECAN
OATE CROSSPOLYMER）、（アクリル酸アルキル・オクチルアクリルアミド）コポリマー（I
NCI：ACRYLATES/OCTYLACRYLAMIDE COPOLYMER）、（アクリレーツ／イタコン酸ステアレス
-２０）コポリマー（INCI：ACRYLATES/STEARETH-20 ITACONATE COPOLYMER）、（アクリレ
ーツ／イタコン酸セテス-２０）コポリマー（INCI：ACRYLATES/CETETH-20 ITACONATE COP
OLYMER）、（アクリレーツ／アミノアクリレート／Ｃ１０-３０アクリルＰＥＧ-２０イタ
コン酸）コポリマー（INCI：ACRYLATES/AMINOACRYLATES/C10-30ALKYL PEG-20 ITACONATE 
COPOLYMER）等が挙げられる。
　これらのポリマーのうち、すすぎ時のぬるつきの少なさ、成分（Ｂ）の分散安定性の観
点から、アクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体が好ましい。
【００２２】
　また、成分（Ｄ）のポリマーとしては、カーボポール934、カーボポール981、カーボポ
ール980、カーボポールETD2020、カーボポールUltrez 21、カーボポールUltrez 20、PEMU
LEN TR-1、PEMULEN TR-2（以上、Lubrizol Advanced Materials社）、STRUCTURE 2001、S
TRUCTURE 3001、STRUCTURE PLUS、DERMACRYL 79（以上、日本エヌエスシー社）等の市販
品を使用することができる。なお、これらのポリマーは、塩基により中和され、使用され
る。
【００２３】
　成分（Ｄ）は、１種又は２種以上を用いることができ、含有量は、成分（Ｂ）の分散安
定性と泡立てやすさの点から、全組成中に０．２質量％以上が好ましく、０．５質量％以
上がより好ましく、０．８質量％以上が更に好ましい。また、洗浄剤の液粘度と泡立てや
すさの点から、２質量％以下が好ましく、１．８質量％以下がより好ましく、１．５質量
％以下が更に好ましい。これらの観点を総合すると、全組成中に０．２～２質量％含有す
るのが好ましく、０．５質量％～１．８質量％質量％がより好ましく、０．８質量％～１
．５質量％含有するのが更に好ましい。
【００２４】
　本発明の洗浄剤組成物は、更に、成分（Ｅ）として、下記一般式（１）で表されるアル
キレングリコールアルキルエーテルを含有することができ、各成分の経時での結晶化、低
温での結晶の析出を抑制し、低温安定性を向上させることができる。
　　Ｒ1－（ＯＣＨ2ＣＨ2）n－ＯＨ　　　（１）
（式中、Ｒ1は炭素数１～５のアルキル基又はアルケニル基を示し、ｎは２～５の数を示
す）
【００２５】
　一般式（１）で示されるアルキレングリコールアルキルエーテルとしては、ジアルキレ
ングリコールモノアルキルエーテル、トリアルキレングリコールモノアルキルエーテルが
好ましい。より具体的には、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリ
コールモノエチルエーテル、トリエチレングリコールモノメチルエーテル及びトリエチレ
ングリコールモノエチルエーテルから選ばれる１種又は２種以上を用いることができる。
これらの中で、特に成分（Ａ）の低温での結晶の析出を抑制する観点から、ジエチレング
リコールモノエチルエーテルが好ましい。
【００２６】
　成分（Ｅ）は、１種又は２種以上を用いることができ、含有量は、成分（Ａ）の結晶化
を抑制し低温安定性を高める点から、全組成中に０．２質量％以上が好ましく、０．５質
量％以上がより好ましく、１質量％以上が更に好ましい。また、泡質と泡量の点から、１
０質量％以下が好ましく、５質量％以下がより好ましく、２質量％以下が更に好ましい。
これらの観点を総合すると、全組成中に０．２～１０質量％含有するのが好ましく、０．
５～５質量％がより好ましく、１～２質量％含有するのが更に好ましい。
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【００２７】
　本発明の洗浄剤組成物は、更に、成分（Ｆ）として、２糖アルコールを含有することが
でき、泡質を向上させることができる。
　２糖アルコールとしては、マルチトール、ラクチトール等が挙げられる。
【００２８】
　成分（Ｆ）は、１種又は２種以上を用いることができ、含有量は、泡のきめ細かさと泡
持ちの点から、全組成中に０．２質量％以上が好ましく、０．５質量％以上がより好まし
く、１質量％以上が更に好ましい。また、泡立ちやすさと泡持ちの良さの点から、１０質
量％以下が好ましく、５質量％以下がより好ましく、２質量％以下が更に好ましい。これ
らの観点を総合すると、全組成中に０．２～１０質量％含有するのが好ましく、０．５～
５質量％がより好ましく、１～２質量％含有するのが更に好ましい。
【００２９】
　本発明の洗浄剤組成物は、更に、通常の洗浄剤組成物に用いられる成分、例えば、前記
以外の界面活性剤、保湿剤、油性成分、殺菌剤、抗炎症剤、防腐剤、キレート剤、塩類、
パール化剤、香料、冷感剤、色素、紫外線吸収剤、酸化防止剤、植物エキス等を含有する
ことができる。
【００３０】
　本発明の洗浄剤組成物は、（Ｃ）水に成分（Ａ）を加えて８０℃程度で攪拌し、成分（
Ａ）を溶解させる。この後、成分（Ｂ）と必要に応じて成分（Ｄ）を加えた後、水酸化カ
リウムを加えｐＨを調整する。この後、その他成分を順次加え、十分に攪拌し、均一に分
散させ、３０℃まで冷却することにより、製造することができる。
　本発明の洗浄剤組成物は、組成物中に成分（Ｂ）が分散した状態でいることが好ましく
、蒸留水を透過率１００％として測定した透過率が７５％以下、更に７０％以下のものが
好ましい。
【００３１】
　本発明の洗浄剤組成物は、起泡性を高める点、タオル、スポンジ、ブラシ等の洗浄補助
具への使いやすさの点から、３０℃における粘度が１０mPa・s以上であるのが好ましく、
１０００mPa・s以上がより好ましく、２０００mPa・s以上が更に好ましい。また、泡立て
やすさの点から、３００００mPa・s以下であるのが好ましく、１５０００mPa・s以下がよ
り好ましく、１００００mPa・s以下が更に好ましい。
　また、本発明の洗浄剤組成物は、水で２０倍に希釈した際、２５℃において、ｐＨ７以
上であるのが好ましく、ｐＨ９以上がより好ましく、ｐＨ１１．４以下が好ましく、ｐＨ
１０．９以下がより好ましい。
【００３２】
　本発明の洗浄剤組成物は、例えば、洗顔料、ボディソープ、ハンドソープ等の皮膚洗浄
剤組成物として好適であり、特にボディソープが好ましい。また、マッサージ用洗浄剤組
成物、マッサージ剤として使用することもできる。
　本発明の洗浄剤組成物を用いて皮膚を洗浄する方法は、例えば、以下のとおりである。
すなわち、本発明の洗浄剤組成物を身体、つまり顔、手足、胴体などの身体皮膚部に適量
を適用し、水で希釈し、成分（Ｂ）の粒感を喪失させ、泡立てて洗浄した後、シャワー等
の温水を利用してすすぐ方法である。また、タオル、スポンジ、ブラシ等の洗浄補助具に
適量を適用し、泡立てて洗浄することもできる。
　また、本発明の洗浄剤組成物を手又は洗浄補助具に取り、水で希釈し、成分（Ｂ）の粒
感を喪失させ、体に塗布し、泡立てながら体を擦った後、洗い流すことにより、洗浄する
こともできる。
　本発明の洗浄剤組成物は、泡立てて、体を擦ると、従来使用されているマッサージ剤の
ような使用感が得られる。使用者にとっては、洗うという行為により、マッサージ効果が
得られるものとなる。
　上述した実施形態に関し、本発明は、更に以下の組成物を開示する。
【００３３】
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＜１＞次の成分（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）：
（Ａ）アニオン界面活性剤　　２～３０質量％、
（Ｂ）エーテル化度が０より大きく０．９以下であるカルボキシメチルセルロース又はそ
の塩　　０．５～１５質量％、
（Ｃ）水
を含有し、組成物中に分散された成分（Ｂ）の平均粒子径が０．５～１０００μｍである
洗浄剤組成物。
【００３４】
＜２＞３０℃における粘度が１０mPa・s以上であって、１０００mPa・s以上が好ましく、
２０００mPa・s以上が更に好ましく、また、３００００mPa・s以下であって、１５０００
mPa・s以下が好ましく、１００００mPa・s以下が更に好ましい前記＜１＞記載の洗浄剤組
成物。
＜３＞成分（Ａ）及び（Ｂ）の質量割合が、（Ａ）／（Ｂ）＝１以上であって、２以上が
好ましく、３以上が更に好ましく、また、２９以下であって、１４以下が好ましく、７以
下が更に好ましい前記＜１＞又は＜２＞記載の洗浄剤組成物。
＜４＞さらに、成分（Ｄ）として、架橋されたポリアクリル酸重合体及び（メタ）アクリ
ル酸アルキルエステルをモノマーとして含む重合体から選ばれる１種又は２種以上のアニ
オンポリマーを含有し、アクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体が好ましく、含有量
は、全組成中に０．２質量％以上であって、０．５質量％以上が好ましく、０．８質量％
以上が更に好ましく、また、２質量％以下であって、１．８質量％以下が好ましく、１．
５質量％以下が更に好ましい前記＜１＞～＜３＞のいずれか１記載の洗浄剤組成物。
【００３５】
＜５＞成分（Ｂ）のカルボキシメチルセルロース又はその塩が、エーテル化度０．５以上
０．９以下であって、０．６５以上０．８５以下が好ましい前記＜１＞～＜４＞のいずれ
か１記載の洗浄剤組成物。
＜６＞成分（Ｂ）のカルボキシメチルセルロース又はその塩が、重量平均分子量が１８０
００以上であって、３０００００以上が好ましく、４０００００以上が更に好ましく、ま
た、重量平均分子量が７０００００以下であって、４５００００以下が好ましい前記＜１
＞～＜５＞のいずれか１記載の洗浄剤組成物。
【００３６】
＜７＞成分（Ａ）のアニオン界面活性剤が、脂肪酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエー
テルカルボン酸塩及びポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩から選ばれる１種又は
２種以上である前記＜１＞～＜６＞のいずれか１記載の洗浄剤組成物。
＜８＞成分（Ａ）のアニオン界面活性剤が、ミリスチン酸塩を３０質量％以上１００質量
％以下含む脂肪酸塩である前記＜１＞～＜７＞のいずれか１記載の洗浄剤組成物。
【００３７】
＜９＞さらに、（Ｅ）下記一般式（１）
　　Ｒ1－（ＯＣＨ2ＣＨ2）n－ＯＨ　　　（１）
（式中、Ｒ1は炭素数１～５のアルキル基又はアルケニル基を示し、ｎは２～５の数を示
す）
で表されるアルキレングリコールアルキルエーテルを含有し、好ましくはジエチレングリ
コールモノエチルエーテルであり、含有量は、全組成中に０．２質量％以上であって、０
．５質量％以上が好ましく、１質量％以上が更に好ましく、また、１０質量％以下であっ
て、５質量％以下が好ましく、２質量％以下が更に好ましい前記＜１＞～＜８＞のいずれ
か１記載の洗浄剤組成物。
【００３８】
＜１０＞さらに、（Ｆ）２糖アルコールとして、マルチトール及びラクチトールから選ば
れる１種又は２種を含有し、含有量は、全組成中に０．２質量％以上であって、０．５質
量％以上が好ましく、１質量％以上が更に好ましく、また、１０質量％以下であって、５
質量％以下が好ましく、２質量％以下が更に好ましい前記＜１＞～＜９＞のいずれか１記
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載の洗浄剤組成物。
【００３９】
＜１１＞皮膚洗浄剤組成物である前記＜１＞～＜１０＞のいずれか１記載の洗浄剤組成物
。
＜１２＞マッサージ用洗浄剤組成物である前記＜１＞～＜１０＞のいずれか１記載の洗浄
剤組成物。
＜１３＞前記＜１＞～＜１０＞のいずれか１記載の洗浄剤組成物のマッサージ剤としての
使用。
【００４０】
＜１４＞前記＜１＞～＜１１＞のいずれか１記載の洗浄剤組成物を手又は洗浄補助具に取
り、体に塗布し、水で希釈し、泡立てながら体を擦った後、洗い流す洗浄方法。
＜１５＞前記＜１＞～＜１１＞いずれか１項記載の洗浄剤組成物を手又は洗浄補助具に取
り、水で希釈し、体に塗布し、泡立てながら体を擦った後、洗い流す洗浄方法。
【実施例】
【００４１】
実施例１～１５、比較例１～６
　表１～２に示す組成の皮膚洗浄剤組成物を製造し、ポリマー平均粒径、透過率、粘度、
泡粘度、泡立ちの速さ、泡の厚み感及び泡持ちの良さを評価した。結果を表１～２に併せ
て示す。
【００４２】
（製造方法）
　イオン交換水の一部にラウリン酸カリウム、ミリスチン酸カリウム、パルミチン酸カリ
ウム、ポリオキシエチレン（４．５）ラウリルエーテルカルボン酸カリウムを加え、槽内
温度８０℃で攪拌し、溶解させた。その後、カルボキシメチルセルロースナトリウムを加
えた。別途２０℃のイオン交換水に、デスパーを用いて成分（Ｄ）を分散させ、これを加
えた。さらに、４８％水酸化カリウム水溶液を加えてｐＨが９．９になるように調整した
。その後、成分（Ｅ）及び（Ｆ）、残部のイオン交換水を加え、充分に攪拌して均一分散
させた。その後、３０℃まで冷却し、洗浄剤組成物を得た。
【００４３】
（評価方法）
（１）ポリマー平均粒径：
　デジタルマイクロスコープＶＨＸ－１０００（Ｋｅｙｅｎｃｅ社製）を用い、スライド
ガラス上にサンプルを適量のせ、１００倍のレンズを用いて観察を行った。一視野内の任
意の１００個の粒子について、最も長い部分を計測し、その平均値を求めた。なお、測定
は２０℃で行なった。
【００４４】
（２）透過率：
　各洗浄剤組成物を２０回転倒混和した後、分光光度計（ＵＶ－１８００、島津製作所社
製）を用い、コントロールとして用いた蒸留水の透過率を１００％とし、５５０ｎｍにお
ける透過率を測定した。測定に用いたセルは、ドイツ・ザルスタット（ＳＡＲＳＴＥＤＴ
）社製、（ザ）ディスポセル　No./ＲＥＦ６７．７４１、１０×１０×４５mmである。
【００４５】
（３）粘度：
　各洗浄剤組成物を３０℃の湯浴に３０分浸漬し、２０回転倒混和した後、Ｂ型粘度計（
ＶＩＳＣＯＭＥＴＥＲ　ＴＶＢ-１０、東機産業社製）にて、以下の測定条件で測定した
。
・粘度１００mPa・s未満の場合は、ローターＮｏ．２、回転速度6０ｒｐｍ、測定時間６
０秒。
・粘度１００～１０００mPa・sの場合は、ローターＮｏ．２、回転速度３０ｒｐｍ、測定
時間６０秒。
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・粘度１０００～１００００mPa・sの場合は、ローターＮｏ．３、回転速度１２ｒｐｍ、
測定時間６０秒。
・粘度１００００～２００００mPa・sの場合は、ローターＮｏ．３、回転速度６ｒｐｍ、
測定時間６０秒。
・粘度２００００mPa・s以上の場合は、ローターＮｏ．４、回転速度１２ｒｐｍ、測定時
間６０秒。
【００４６】
（４）泡粘度：
　２８cm×１００cmのナイロンタオル（ＢＨＮ０１、アイセン工業社製）を八つ折りにし
た。このナイロンタオルと、洗浄剤組成物の入った容器を２０回転倒混和して均一にした
各洗浄剤組成物６ｇと約３０℃の水道水６０ｇをなじませた。次に、タオルを両手で５回
揉んで、八つ折りにしたタオルの両端を手に取り１０回円を描くようにこする操作につい
て、５回繰り返して泡立てた。タオルから搾り取った泡を容器にとり、Ｂ型粘度計（ＶＩ
ＳＣＯＭＥＴＥＲ　ＴＶＢ-１０、東機産業社製、ローターNo.３、６ｒｐｍ、６０秒後、
２０～２５℃の条件）で粘度を測定した。
【００４７】
（５）泡立ちの速さ：
　２８cm×１００cmのナイロンタオル（ＢＨＮ０１、アイセン工業社製）を八つ折りにし
た。このナイロンタオルと、洗浄剤組成物の入った容器を２０回転倒混和して均一にした
各洗浄剤組成物６ｇと約３０℃の水道水６０ｇをなじませた。次に、タオルを両手で５回
揉んで、八つ折りにしたタオルの両端を手に取り１０回円を描くようにこする操作につい
て、５回繰り返して泡立てた。泡立ちの速さを評価した。評価は以下の基準で行い、専門
パネラー５名の平均値で示した。
　５；泡立ち（性）が非常に早いと感じた。
　４；泡立ち（性）が早いと感じた。
　３；泡立ち（性）が普通と感じた。
　２；泡立ち（性）がやや遅いと感じた。
　１；泡立ち（性）が遅いと感じた。
【００４８】
（６）泡の厚み感及び泡持ちの良さ：
　２８cm×１００cmのナイロンタオル（ＢＨＮ０１、アイセン工業社製）を八つ折りにし
た。このナイロンタオルと、洗浄剤組成物の入った容器を２０回転倒混和して均一にした
各洗浄剤組成物６ｇと約３０℃の水道水６０ｇをなじませた。次に、タオルを両手で５回
揉んで、八つ折りにしたタオルの両端を手に取り１０回円を描くようにこする操作につい
て、５回繰り返して泡立てた。タオルから搾り取った泡約３ｇを手に取り、予め約３０℃
の水道水で濡らした反対側の前腕部（肘から手首）に塗布し、手のひらを腕の軸方向に６
０秒間５０回往復させた。５０回往復するうちの初めの５回往復したときに、前腕部と手
のひらの感触から、泡の厚み感を評価した。また、５０回往復したときに、５０回往復し
たときの泡の厚み感の変化について評価した。
【００４９】
(泡の厚み感（５回往復したときとの泡の厚み感)）
　５；泡の厚みがあると感じた。
　４；泡の厚みがややあると感じた。
　３；どちらともいえない。
　２；泡の厚みがややないと感じた。
　１；泡の厚みがないと感じた。
【００５０】
（泡持ちの良さ（５０回往復したときの泡の厚み感の変化））
　５；泡の厚みが増したと感じた。
　４；泡の厚みがやや増したと感じた。
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　３；泡の厚みに変化がないと感じた。
　２；泡の厚みがやや減ったと感じた。
　１；泡の厚みが減ったと感じた。
【００５１】
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【表１】

【００５２】
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【表２】

【００５３】
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　本発明の洗浄剤組成物はいずれも、洗浄行為を通じて肌に対し、手からの力が容易に加
えられ、高いマッサージ感が感じられた。
【００５４】
実施例１６～２１、比較例７
　実施例１～１５と同様にして、表３に示す組成の皮膚洗浄剤組成物を製造し、ポリマー
平均粒径、透過率、粘度、泡粘度、泡立ちの速さ、泡の厚み感及び泡持ちの良さを評価し
、更に、低温での保存安定性を評価した。結果を表３に併せて示す。
【００５５】
（評価方法）
　各洗浄剤組成物をサンプル瓶（マイティバイアル　No.７、アズワン社製）２本に入れ
、それぞれ－５℃保存庫と２０℃保存庫に３日間保存した後、各温度下での外観を、以下
の基準で評価した。
○：－５℃で保存した洗浄剤組成物は、２０℃で保存したものと、ほとんど変わらなかっ
た。
△：－５℃で保存した洗浄剤組成物は、２０℃で保管したものに比べ、析出物が多かった
。なお、洗浄剤として問題のない範囲である。
【００５６】
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【表３】

【００５７】
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　各実施例は、洗浄行為を通じて肌に対し、手からの力が容易に加えられ、高いマッサー
ジ感が感じられた。
【００５８】
実施例２２～３０
　表４に示す組成の洗浄剤組成物を、実施例１～１５と同様に製造した。
　得られた洗浄剤組成物はいずれも、増泡性に優れ、ナイロンタオルを用いて肌を洗うこ
とで、きめ細かく、泡粘度の高い泡が得られた。さらに洗浄行為を通じて肌に対し、手か
らの力が容易に加えられ、高いマッサージ感が感じられた。
【００５９】
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